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投稿区分：原著、短報、症例報告、総説、会員の声
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連名著者名 氏名：□□□□□□3)
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筆頭著者（責任著者）氏名： 

連絡先住所：〒
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E-mail：
【和文要旨】400字以内で論文の要旨を記載
Key words：和（英）：日本語およびそれに対応する英語を記載するものとする． 
【本文】14000文字以内
はじめに

本文の構成：原著・短報では「はじめに」「方法」「結果」「考察」，また症例報告では「はじめに」「症例」「考察」のスタイルで構成するものとする．文字数は5000文字以内とし、図・表・写真は1点1,200字として換算する。
医学用語は原則として日本語を用い，略語を用いる際は初出の時に説明する。外国語，外国人名・地名は原語のままで書き，薬品名は一般名を用いる。商品名を用いるときはカタカナで（　）内に記載する。

用いる単位について：単位は原則としてCGS単位（g，mg，%など）を用いる。
【文献】

1）谷口優, 清野諭, 藤原佳典, 野藤悠, 西真理子, 村山洋史ほか, 地域在住高齢者における身体機能・骨格筋量・サルコペニアと認知機能との横断的・縦断的な関連性, 日老医誌, 2015, 52, 269-277.  

2） 日本老年医学会・日本医療研究開発機構研究費・高齢者の薬物治療の安全性に関する研究研究班：高齢者の安全な薬物療法ガイドライン2015, メジカルビュー社, 東京, 2015, p26-38. 

3） Boyd CM, Darer J, Boult C, Fried LP, Boult L, Wu AW, Clinical practice guidelines and quality of care for older patients with multiple comorbid diseases: implications for pay for performance, JAMA, 2005, 294, 716-724. 
4） Clarkson TB, Adams MR, Weingand KW, Miller LC, Heydrick S:Effect of age on atherosclerosis progression in nonhuman primates, In:Atherogenesis and Aging, Bates SR and Gangloff EC （eds）, Springer-Verlag, New York, 1987, p57-71. 

5)  Ministry of Health , Labour and Welfare, “ implementation of home medical care”, <http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000061944.html >. cited 10 August, 2016. 
引用番号（本文中の引用順）、著者氏名（6名まで著者名を記載し。6名を超える著者名については、日本語論文は「ほか」、外国語論文は「et al.」とする。例示参照）、題名、雑誌名、西暦年号、巻数、始め及び終りの頁の順に記載する。誌名の略記は、引用雑誌所載の略名を用いる。 単行本の場合、著者名、書名（編著の場合は、書名、編者氏名）、版数、発行所、発行地、年次、引用頁の順に記す。引用文献については著者の全面的な責任であるため、正確性、妥当性に十分注意する。 
原則20編以内とする
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